
















研究の目的と方法 

B 型肝炎(HB)のウイルス同定以降・わが国においてもその研究の成果はめざましく,その抗

原と抗体の検査技術の確立にともなって,疫学的実態の解明,高度免疫グロブリン(HBIG)の

実用化と感染・発病防止の成功,不活化ワクチンの実用化,と実績を重ねてきた。そして HB

キャリアの成立に分娩時の母子感染が主要な原因であること,その防止にHBIGとHBワクチ

ン併用方式がきわめて有効であることが確認されるに至った。 

厚生省(母子衛生課)では,肝炎研究連絡協議会(織田敏次会長)を中心とする研究成果をも

とに,HB ワクチンの製造認可・市販開始の機会に,HBIG と HB ワクチンとの併用法による母

子感染防止事業にふみきることとした。 

これまでの諸家の研究によって,母子感染防止の高率な成功は明らかとなったとはいえ,全

国レベルで行政的事業として実施するに当っては、現場で混乱や不安をおこすことのない

よう、円滑な運営を期するためには具体的な実施基準が必要であり,かつ事業開始後の成果

を正しく評価し,改善を重ねるためには追跡的研究が不可決である。この目的のために,厚

生省心身障害研究の中に「B 型肝炎母子感染防止に関する研究」研究班が編成された。本

研究班は実施基準や追跡研究の立案・作製を本年度の目標としたので,これまで母子感染防

止に関する研究に当ってきた主要な研究者と,今後地域内での追跡研究を実施してゆくた

めの研究者(北海道東京,横浜、名古屋、大阪、鳥取の各都府県市をモテル地区として発足)

とをもって構成した。 

本研究班はまず会議において本事業開始に当っての問題点,留意点の選出とその対策,考え

方と技術・方法の整理について討議し,意見の統一をはかった上で,事業実施のためのガイ

ドライン(手引き)を作製した。その案についてさらに意見を集め,調整した上で本研究班の

考え方をとりまとめたのが以下に示す「B型肝炎母子感染防止事業の手引き」である。 

追跡研究対象地域担当研究班員による各個報告もあわせて報告する。 


